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日本の脱炭素政策と電源構成

出典：水素保安戦略の策定に係る検討会報告書（経済産業省）2022年12月26日
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水素の供給目標と需給ポテンシャル
水素の供給目標

(第６次エネルギー基本計画)

出典：水素保安戦略の策定に係る検討会報告書（経済産業省）2022年12月26日、2050年カーボンニュートラルの実現に向けた検討（同）2021年12月21日



発電部門における水素/アンモニア利用

出典：電力分野のトランジションロードマップ （経済産業省）2022年2月

水素 アンモニア

概要
• 燃焼速度が比較的近いガス火力発電に水素を混入。水素の燃焼速度が速

いため、その燃焼を制御する技術が必要。
• 上記制御技術を使うことで、ガスタービンの水素専焼化も可能。

• 発電用バーナーの中心にある再循環領域（高温・低酸素）にアンモニアを
一定速度で投入することで、アンモニアの分解及び還元反応を促進しつつ、ア
ンモニアを燃焼。

• アンモニアは燃焼速度が石炭に近いことから、石炭火力での利用に適している。

現状の取組
• 小型器（1MW）での専焼は現在実機で実証を開始し、大型器（数十万

kW級）は30%の混焼率を達成するための燃焼器の技術開発が完了。
• コストが下がれば、2050年時点での有望な電源となり得るため、JERAも

2030年頃からの混焼開始を目指すことを表明。他電力会社も活用に関心。

• NOx発生の抑制が課題であったが、混焼バーナーの開発に成功。現在大容
量での混焼試験を実施中、2021年度から2024年度まで、実機を活用した
20％混焼の実証を予定。

• こうした取組も踏まえ、JERAが2020年代後半からの火力発電での燃料アン
モニアの活用に向けた計画を表明。その他電力会社も活用に関心。

強み

• 既存のガスタービン発電設備のタービン部など多くの設備をそのまま利用可能、アセットを有効活用出来る。
• 調整力、慣性力機能を具備しており、系統運用安定化に資する。

• 一カ所で大規模な水素需要を創出し、水素の利活用を更に高めるための
国際サプライチェーン構築に大きく貢献出来る。

• 水素専焼の技術開発に見通し有。

• 既に肥料用途を中心にアンモニア市場が存在。既存の製造・輸送・貯蔵技
術を活用したインフラ整備が可能。

• -33℃（常圧）で液化が可能であるため、輸送や貯蔵コストの抑制が可能。

弱み
• 液化水素の場合、脆化に加え、極低温という厳しい環境に耐えうる材質を使

う必要。
• MCHやアンモニアを水素キャリアとして使う場合、脱水素行程でもエネルギーを

使う。

• 混焼率向上、専焼化にあたってはNOxの抑制技術、発電に必要な熱量を
確保するための収熱技術が必要。

• 毒性があるため、取り扱いには配慮が必要。

窒素(N2) + 水素(H2) => アンモニア(NH3)



２０５０年に向けた火力発電の段階的廃止

出典：火力政策をめぐる議論の動向について（経済産業省）２０２１年１１月１８日



非効率石炭火力のフェードアウト政策
石炭火力の設備容量

発電方式 Sub-C SC USC IGCC
CO2排出量 900g/kWh 850g/kWh 800g/kWh 700g/kWh
発電効率 38%以下 38-40% 41-43% 46-50%

出典：石炭火力検討ワーキンググループ、 長期エネルギー需給見通し小委員会 (経済産業省）
2020年8月7日, 2015年3月30日
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出典：火力政策をめぐる議論の動向について（経済産業省）2021年12月14日

発電方式別石炭火力のCO2排出量



G７による発電部門の脱炭素化
G7 Leaders’ Communiqué (28 June 2022)
• Coal power generation is the single biggest cause of global temperature increase
• We commit to accelerating phase-out of domestic unabated coal power generation
• We commit to achieving a fully or predominantly decarbonised power sector by 2035



日本が主張するアジアで石炭火力が必要な大義名分

出典：カーボンニュートラル実現に向けた国際戦略（経済産業省）2022年3月1日



石炭アンモニア混焼の課題

課題１：開発途上の石炭アンモニア混焼技術
課題２：アンモニアの供給不足
課題３：水素・アンモニアの高い発電コスト
課題４：化石燃料を使用して製造した水素からのCO2排出



課題１：開発途上の石炭アンモニア混焼技術

出典：「燃料アンモニアサプライチェーンの構築」プロジェクトの研究開発・社会実装の方向性（経済産業省）2021年8月



課題２：アンモニアの供給不足

出典：水素・アンモニアサプライチェーン投資促進・需要拡大策について（経済産業省）2022年4月18日

日本国内の石炭火力における混焼に必要なアンモニアの量燃料アンモニアの成長戦略「工程表」

発電用途を中心とした利用拡大により、2030年時点では年間300
万トン、2050年時点では年間3,000万トン程度の国内での燃料ア
ンモニアが想定される。
出典：「燃料アンモニアサプライチェーンの構築」プロジェクトに関する研究開発・社会実装計画（経済産
業省）2021年9月14日

出典：２０２１年エネルギー白書 第８章 強靱なエネルギーシステムの構築と水素等の新た
な二次エネルギー構造への変革 (経済産業省)

※アンモニア混焼20％を実施すると、1基（100万kW）につき年間約50万トンのアンモニアが必要と想定



水素の製造コスト（技術別）
Levelised cost of hydrogen production by technology in 2021 and in the Net Zero Emissions by 2050 Scenario, 2030 and 2050
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Source: IEA Global Hydrogen Review 2022, p. 92
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課題３：水素・アンモニアの高い発電コスト
液化水素サプライチェーンのコスト低減等の見通し 石炭アンモニア混焼による発電コスト試算

出典：２０２１年エネルギー白書 第８章 強靱なエネルギーシステムの構築と水素等の新た
な二次エネルギー構造への変革 (経済産業省)出典：水素・アンモニアの商用サプライチェーン支援制度について

（経済産業省）2022年8月26日



水素・アンモニアのサプライチェーン構築に向けた政府の財政支援案

資本費

運営管理
費

円
/N

m
3-

H
2 既存燃料等と水素のパリティ価格* 水素の販売価格とコスト削減目標

出典：水素・アンモニアの商用サプライチェーン支援制度について（経済産業省）2022年11月16日出典：水素・アンモニアサプライチェーン投資促進・需要拡大策について（経済産業省）2022年4月18日

(=パリティ価格)

*パリティ価格：異なる燃料が持つエネルギー（熱量）を同等（パリティ）にして価格を比較したもの
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内部収益

率



課題４：化石燃料を使用して製造した水素からのCO2排出
支援対象プロジェクトのCO2閾値（諸外国の例）

出典：水素・アンモニアの商用サプライチェーン支援制度について（経済産業省）2022年8月26日



グレー水素・アンモニアの支援のあり方（案）

出典：水素・アンモニアの商用サプライチェーン支援制度について（経済産業省）2022年8月26日



石炭アンモニア混焼発電からの実質CO2排出量

• Source: BloombergNEF. Note: Emissions for power generation and ammonia production. Gray (unabated) ammonia production assumes 9kg of CO2 emissions to produce 
1kg of hydrogen. Blue ammonia production assumes 90% CO2 capture rates of carbon capture and storage (CCS) technologies for unabated hydrogen production. 
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石炭アンモニア混焼４つの課題
①開発途上の混焼技術(現在、混焼率20%)
②アンモニアの供給不足
③水素・アンモニアの高い発電コスト
④化石燃料を使用して製造した水素からのCO2排出

まとめ
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